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9割以上の確率で
口腔がんの有無を判別することに成功しました。

李 丞祐先生  Seung-Woo Lee

国際環境工学部 エネルギー循環化学科　教授

「地域」「環境」「世界（地球）」で活躍する先生たち

　自己組織化に基づいた新機能ナノ材料の開発、分子認識に基づいた環境・バイ
オセンサーの開発、匂い情報に基づいたがん診断技術の開発に関する研究を
行っています。昨年、九州歯科大学との共同研究により唾液に含まれる匂い成分
から口腔がんを診断する技術を世界で初めて確立しました。

　紀元前の古い時代から匂いを使った病
気の診断が行われてきましたが、その詳細
が学術的に説明し始められたのはわずか
約40年前のことです。
　特に、近年では分析機器の急速な進歩に
伴い疾患（特に、がん）に関係するより詳細
な化学情報が解明されつつあります。最近、
我々の研究グループは九州歯科大との共
同研究で唾液に含まれる匂い成分から口腔
がんを診断する技術を世界で初めて確立し
ました。12種類に絞られた唾液の匂いのも
ととなる成分が「新生」「増減」「消失」といっ
た3つの群に分かれることを特定し、がん患

者12人と健康な人8人の唾液を分析したと
ころ、9割以上の確率でがんの有無を判別
することに成功しました。
　今回の成果は、口腔がんの『匂い情報』が
解明できたことにありますが、同様な方法で
肺がんや胃がんなどの匂いを特定できる可
能性が高く、新しいがん診断技術としての確
立を急いでいます。将来的には、息を吹きか
けるだけでがんの診断ができる計測機器の
開発など、匂いを軸とする新しい医療産業
の実現を目指しています。

一人残らず英語で質の高い、説得力がある
プレゼンテーションが出来るようになります。

アン・クレシーニ先生  Anne Crescini

基盤教育センター ひびきの分室　准教授

　ひびきのキャンパスで英語の講義を担当し、語学力だけでなく、英語を用いたプ
レゼンテーション能力の向上に力を入れています。自身の著書『ペットボトルは英
語じゃないって知っとうと!?』は話題を呼び、新聞連載やテレビ出演など多方面で
活躍しています。

　私は、様々なメディア活動を頑張っていま
す。本を出版したり、テレビに出たり、新聞の
連載を持ったりしています。バリ楽しくて、人
生は夢みたいになりました。けれど、先生と
しての役割が一番大事だと思います。
　毎年、説得力があるプレゼンテーション
の授業を担当しています。一学期間をかけ
て、日本語と英語で真剣な社会問題につい
て論じます。学生は英語を専門としているわ
けではないので、「まさか！自分たちは、こう
いうプレゼンテーションができるわけな
い！」と思っているかもしれません。けれど
も、一人残らず英語で質の高い、説得力が

あるプレゼンテーションが出来るようになり
ます。先生としての誇りは半端ない！
　先生として、私の役割は英語を教えること
だけじゃなくて、考える力を持たせる責任も
あると思っています。もちろん、授業に参加
する学生の英語能力は上がります。そして、
社会問題について深く考え、自分の意見を
言えるようになります。それができるように
なった学生は、立派な社会人になるに違い
ありません。私は、そういうふうに毎年授業
を教えていきたいと思っています。私は学生
の可能性をずっと信じています。

歴史への想像力は、
オーバーラップを発見することから育まれます。

真鍋 昌賢先生  Masayoshi Manabe

文学部 比較文化学科　教授

北九州市立大学は将来に向けたビジョンとして
「地域と歩む」「環境を育む」「世界（地球）とつながる」という3つのキーワードを掲げています。
このページでは2018年度に研究・教育活動を通じて「地域」「環境」「世界（地球）」のために
積極的に活動している教員の取り組みを紹介します。

　専門はメディア文化論・大衆文化論・民俗学です。近現代日本における声・身
体の表現が、様々なメディアと関わりながらどのように生成・受容されてきたのか
について研究しています。自身の著書である『浪花節 流動する語り芸―演者と聴
衆の近代』が第40回（2018年度）サントリー学芸賞を受賞しました。

　この度、『浪花節 流動する語り芸―演者
と聴衆の近代』が、第40回サントリー学芸賞
（芸術・文学部門）を受賞しました。声の文化
の歴史的形成過程の研究を専門としていま
すが、なかでも浪花節（浪曲）は中心にある
研究対象です。本書への反応のなかには、
戦前の浪花節の楽しまれ方から、現在のカ
ラオケに興じる人々の姿を思い浮かべたと
いうものや、浪花節が活字、映画、ラジオ、レ
コードなどにまたがって受容されていく有り
様から、現代のライトノベルやアニメのメ
ディアミックスを思い浮かべたというものも
ありました。歴史への想像力は、こうした

オーバーラップを発見することから育まれ
ます。連続している部分と、していない部分
の両面を、発見し議論していくメディア文化
論の楽しさを、これからも学生に伝えていき
たいと思っています。

社会課題の解決に向けて
一人ひとりの意識変革と行動が必要です。

眞鍋 和博先生  Kazuhiro Manabe

地域創生学群 地域創生学類　教授

　演習ではキャリア教育やESD/SDGsなどを中心に教育の諸問題について取り
扱い、演習実践では主に高校と連携し、探究学習の授業を計画・実践しています。
本学において「キャンパスSDGsプロジェクト」を立ち上げ、学内におけるSDGsの
取り組みの普及啓発に努めています。

ひびきの
キャンパス

北　方
キャンパス

　地球温暖化や経済格差問題、紛争など、
様々な社会課題の解決に向けてSDGsは
2015年9月に国連で採択された国際目標で
す。我が国でも政府内に推進本部が設置さ
れ、経団連が企業でのSDGs推進を促進し
たりと、動きが活発になっています。北九州
市は2017年末に行われた「第1回ジャパン
SDGsアワード」で特別賞を受賞し、昨年は
OECD「SDGs推進に向けた世界のモデル
都市」や内閣府「SDGs未来都市」に選定さ
れ、国内外においてSDGs推進のリーダー
都市として評価を受けています。
　北九州市立大学でも、SDGsの学内への
普及啓発を目的として「キャンパスSDGsプ

ロジェクト」をスタートしました。学内に存在
する様々なSDGsに関係する取り組み等を
取材し、記事を執筆して本学WEBサイトに
掲載するプロジェクトで、教職員・学生約40
名が参加しています。2018年度中に約30の
取り組み等が掲載される予定です。持続可
能な社会を構築するためには一人ひとりの
意識変革と行動が必要です。
　今後も様々な取り組みを行う予定ですの
で、SDGsに興味を持っていただければと思
います。なお、記事は本学WEBサイトトップ
ページ「クローズアップ」から見ることができ
ますのでぜひご覧ください。
「キャンパスSDGs」WEBサイト  http://kitaqsdgs.jp/
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